
上の写真は、友知海岸にある二つのトーチカの一つです

 
 

 
 

 今
年
は
あ
の
第
二
次
世
界
大
戦
、
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
か
ら
七
十
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
５
月
２
６
日
か
ら
国
会
で
は
、
「
戦
争
立
法
」
の
論
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
戦
争
を
し
な
い
国
」
と
し
て
信
頼
さ
れ
て
き
た
日
本
。「
本
当
の
平
和
」
の
た
め
に
、
今
私
た
ち
に
何

が
出
来
る
の
か
、
今
号
は
読
者
の
皆
さ
ん
と
「
終
戦
七
十
年
」
を
考
え
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
の
受
諾

と
は
？

今
国
会
の
党
首
討
論
。
日
本

共
産
党
は
一
昨
年
の
参
院
選

挙
、
昨
年
の
衆
院
選
挙
の
躍
進

に
よ
っ
て
、
十
一
年
ぶ
り
に
党

首
討
論
で
志
位
委
員
長
が
安
倍

首
相
と
議
論
を
交
わ
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
持
ち
時
間

は
わ
ず
か
七
分
で
し
た
が
、
安

倍
首
相
の
「
危
険
性
」
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
戦

争
立
法
」
の
成
立
を
狙
う
安
倍

首
相
の
歴
史
認
識
が
「
実
に
危

険
」
で
「
国
際
的
に
大
問
題
」

と
な
る
も
の
で
し
た
。「
安
倍
首

相
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
つ
ま
び

ら
か
に
読
ん
で
い
な
い
」
と
述

べ
た
こ
と
で
す
。
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べ
た
こ
と
は
驚
き
で
し
た
。

「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
は
「
（
日

本
の
）
軍
国
主
義
が
国
民
を
だ

ま
し
、
世
界
征
服
の
挙
に
で
る

誤
り
を
犯
し
た
権
力
と
勢
力
は

永
久
に
除
去
す
べ
き
」
と
宣
言

し
、
日
本
の
起
こ
し
た
戦
争
は
、

「
間
違
っ
た
戦
争
」
と
規
定
し

ま
し
た
。
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る

に
当
た
っ
て
日
本
政
府
は
こ
の

「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
を
受
け
い

れ
、
そ
の
二
年
後
に
平
和
主
義

を
始
め
「
憲
法
三
原
則
」
を
基

礎
に
今
日
の
日
本
を
作
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
戦
後
日

本
を
形
づ
く
っ
た
大
枠
＝
「
戦

後
の
体
制
」
で
す
。

こ
の
戦
後
の
体
制
（
戦
後
レ

ジ
ー
ム
）
が
気
に
く
わ
な
い
安

倍
首
相
が
こ
れ
を
壊
そ
う
と
す

る
の
が
「
海
外
で
戦
争
す
る
安

保
体
制
」
す
な
わ
ち
「
戦
争
立

法
」
で
す
。

平
和
の
た
め
に
出
来
る
こ
と

そ
れ
で
は
私
た
ち
は
日
本
の

平
和
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
？
終
戦
七
十
年
を

迎
え
る
年
だ
か
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
は
今
一
度
「
あ
の
戦
争
と

向
き
合
う
」
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
ま
す
。

ま
ず
戦
争
の
こ
と
を
知
る

「
あ
の
戦
争
と
向
き
合
う
」

こ
と
と
は
、
ま
ず
戦
争
の
こ
と

を
身
近
な
こ
と
か
ら
知
る
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

根
室
の
戦
争
遺
産
を
残
す

私
た
ち
の
住
む
根
室
に
は

た
く
さ
ん
の
「
戦
争
遺
産
」
が

現
存
し
て
い
ま
す
。
上
の
写
真

は
友
知
海
岸
に
あ
る
二
つ
の

「
ト
ー
チ
カ
」
の
内
、
東
側
に

あ
る
も
の
で
す
。
「
ト
ー
チ
カ
」

と
は
ロ
シ
ア
語
だ
そ
う
で
す

が
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

防
御
陣
地
を
意
味
し
ま
す
。

「
ト
ー
チ
カ
」
は
、
ア
メ
リ

カ
軍
が
千
島
列
島
沿
い
に
南
下

し
北
海
道
に
上
陸
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
北
海
道
で
も
主
に
、

太
平
洋
沿
岸
に
造
ら
れ
た
も

の
。
多
く
残
っ
て
い
る
の
は
、

苫
小
牧
周
辺
、
大
樹
周
辺
、
釧

路
周
辺
、
網
走
周
辺
と
根
室
の

太
平
洋
海
岸
等
。
根
室
は
、
落

石
の
三
里
浜
、
長
節
、
東
和
田
、

桂
木
、
友
知
や
歯
舞
海
岸
に
８

カ
所
ほ
ど
の
「
ト
ー
チ
カ
群
」

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
花
咲
港
「
歴
史
と
自

然
の
資
料
館
」
＝
旧
海
軍
の
通

信
施
設
等
、
根
室
第
一
飛
行
場

（
ワ
ッ
タ
ラ
ウ
ス
＝
桂
木
の
近

く
）
跡
、
牧
之
内
飛
行
場
跡
、

落
石
の
無
線
送
信
場
跡
、
キ
ナ

ト
イ
シ
（
歯
舞
半
島
）
の
電
探

場
跡
や
ト
ー
サ
ン
ポ
ロ
に
も
戦

争
遺
産
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

後
世
に
残
し
記
録
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
教
育
委
員
会
（
資

料
館
）
で
は
、
六
月
六
日
（
土
）

午
前
九
時
〜
午
後
一
時
、
ま
で
、

史
跡
見
学
会
「
根
室
の
戦
争
遺

産
を
巡
る
」
の
参
加
者
を
募
集
。

ト
ー
チ
カ
、
牧
之
内
飛
行
場
跡
、

旧
落
石
無
線
跡
等
の
歴
史
遺
産

の
「
ツ
ア
ー
」
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
希
望
者
は
、「
歴
史
と
自

然
の
資
料
館
」（
電
話

２
５
の

３
６
６
１
）
ま
で
申
し
込
み
を
。

市
が
平
和
祈
念
碑
を
建
立

根
室
市
は
長
い
間
懸
案
と
な

っ
て
い
た
「
平
和
祈
念
碑
」
を

鳴
海
公
園
に
こ
の
八
月
に
建
立

し
ま
す
。
そ
の
「
碑
」
に
根
室

空
襲
研
究
会
が
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
「
浄
財
＝
寄
付
」
を
集

め
、「
根
室
空
襲
犠
牲
者
」
の
名

前
を
石
に
刻
み
ま
す
。

七
月
十
四
、
十
五
日
の
空
襲

の
悲
惨
を
伝
え
る
写
真
展
等
も

そ
の
前
後
に
開
催
す
る
予
定
。

身
近
に
あ
る
戦
争
遺
産
等
を

知
り
、
学
ぶ
こ
と
こ
そ
、
い
ま

国
会
で
論
議
と
な
る
「
戦
争
立

法
」
や
平
和
に
つ
い
て
認
識
を

深
め
、
さ
ら
に
明
日
へ
つ
な
が

る
一
つ
の
道
だ
と
考
え
ま
す
。


